
宇佐地区

新居地区

竜地区

井尻地区

計画 565m
完成 565m
進捗 100%

計画 805m
完了 594m
進捗   74%

計画 434m
完了 254m
進捗   59%

計画 3,996m
完了    879m
進捗    22%

     凡例
 完成断面完了
 段階施工完了
 R6年度以降



２つのレベルの津波想定

 津波に対して、ソフト対策(避難等)・ハード対策(堤防)を進めます。
説
明

津波のレベル レベルの定義 宇佐町
想定津波高

レベル２津波  概ね百数十年から千年に1回程度の頻度で発生し、
 影響が甚大な最大規模の津波 約２４m

レベル1津波  概ね数十年から百数十年に1回程度の頻度で発生
 する可能性が高い津波

 ３.８m
～

 ６.８m

★大きな揺れを感じたら｢まずは避難｣すること。
 迅速な避難行動ができるよう、避難路、避難広場の整備とともに、
 家屋の耐震化への支援や情報発信アプリなどの活用促進を行っています。

説
明

堤防の整備等により、津波の侵入を防ぐ対策！ 

避難することが生命を守る対策！

★ハード対策はレベル１津波を対象としています。
 段階的に整備を進めるとともに、耐震強化や開口部の閉鎖などを併せて
行います。

説
明

　段階的な整備

　・ 現在、耐震強化および段階施工高さにより整備中（第１段階）
　・ 今後、計画高さによる整備を実施予定（第2段階） 

地震後堤防高 

T.P.(海抜) +6.90

 （レベル１津波）
▽設計津波T.P.(海抜)+6.80

①段階施工高
T.P. （海抜）+6.60

②計画高 

T.P.(海抜) +9.50

第２段階:計画高まで施工

第１段階:段階施工高まで施工＋耐震強化
地震後：地盤沈下後でも津波の浸水を防ぐ

地震発生
  ↓
地盤沈下
  ・
津波発生

事例：松岡1区付近

井尻地区

竜地区

津波襲来のイメージ 計画整備のイメージ

松岡1区：旧フィッシング宇佐付近

現状でレベル1津波が発生した
場合のイメージ

海岸堤防を計画高で整備した場合のイメージ

県道

県道


